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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、近世以降の自然環境の変化を追跡するうえで、古地図を有効な資料と評価し、

有用な資料のデータを収集し、その分析を行うものである。特徴的な環境の変化、資料の

存在状況といった点から判断して、里山、陵墓林、神社林、都市の治水というテーマを選

び分析を試みた。それぞれのテーマについて、論文や学会発表を行うほか、陵墓林と都市

の治水については、貴重な資料群を見出すこととなり、その資料集を発行することができ

た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research conducts collection and analysis of various old map data, in order to 
clarify change of the environment after the Edo period. The analyzed areas are 
Satoyama, the woods around Imperial Mausoleums, the woods around the Shinto 
Shrines, and a city, judging from the existence and the feature of an old map. In those 
themes, the woods around Imperial Mausoleums and the city were able to publish the 
collection of data. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）代表者は、本研究課題に取り組む以前
から、近世日本の農村における測量技術の普
及プロセスの解明をテーマとして、1998 年
以降、研究成果を公表してきた。その間、2006
年から 2007 年には、若手研究（B）「日本近

世の農村社会における土地測量の普及過程
とその近代地籍測量への影響」を得た。そし
て、その成果の一部については、研究公開促
進費を得て 2007 年 2 月に九州大学出版会よ
り『近世日本の地図と測量』と題する書籍を
刊行することとなった。 



 こうした研究を進めていく過程で、本研究
課題を議論するうえで有効な資料を見出す
こととなった。そのうちのひとつが、実測に
基づき作製された近世絵図の存在である。こ
れらの絵図は、例えば、近世において土地の
争論や検地など、土地の利用をめぐって作製
された資料であったように、かなり正確にそ
の土地の形状や利用状況、あるいは植生被覆
の状態を表現するものであった。そして、何
より測量精度の高い近世絵図は、近代以降の
地図などとの比較を確実にするものとして
評価できるものであった。 

近世絵図とともに、比較の軸として注目し
たのが、正式 2 万分 1 地形図の存在である。
この地形図は、日本で初めて測地学的な近代
測量に基づき作製された地形図であるが、こ
れまでの復元研究では、仮製図や迅速図に比
べてこの地図が注目されることは少なかっ
た。これに対して本研究では、この地形図を
積極的に活用して議論を進めることとした。
それは、景観復元の研究における資料性の高
さを、これまでの研究を通じて確認すること
ができたからである。 
 
（2）これまで実施した代表者の研究から、
近世以降における身近な自然環境の変化を
追跡するうえで、社寺林と陵墓林における森
林景観の変遷が特徴的な傾向を示すことを
明らかにすることができた。そこで、本研究
では、まず、研究の端緒として、これらの森
林景観もふくめて、以下に示したような 3 つ
のテーマで検討していくことを考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本における近世以降の

景観の変化に注目し、特に身近な自然環境の
変化を追跡していくことである。そこで議論
をすすめていくために 3つの課題を設定した。 

まず、最初の課題として、①近世から近代
における里山の植生景観の変化と、その利用
について検証することを想定した。素材とす
る主な資料は、近世における農村の実測図で
ある。それらの事例を手がかりに、景観の変
化を追跡することとした。 
 次に設定した課題は、②近世から近代にお
ける陵墓と社寺林にみられる植生景観の変
化と、その意味について検討することである。
陵墓や社寺は幕府や明治政府により積極的
に調査が実施されており、その際に作製され
た資料を手がかりに景観変化を追跡するこ
ととした。 
 最後に挙げる課題は、最も大きな環境変化
とも考えることができる③都市の建設と管
理に関わるものである。近世における都市開
発の過程を、当時の実測図を素材に辿るのが
本課題の意図である。 
 

３．研究の方法 
研究を進めるうえで最も基礎となる作業

は、地域環境資料として活用できる資料を見
出す作業である。それを目的として実施する
調査は、現地の資料調査を基本とする。その
調査では、資料の撮影および調書の作成が主
な作業となっている。そのうえで、調査収集
した地域を対象として、現地の観察などをの
調査を実施していくこととなる。 
さらに調査した近世絵図のなかから、本研

究課題にとって重要な資料を選択し、それら
については多くの絵図が大型であることか
ら、文化財（古地図）撮影専門の業者に依頼
し撮影を行うこととする。そのようにして得
られた高精細なデジタルデータを加工し分
析をすすめ、地域環境資料として共有できる
コンテンツを作成していく。 
 
４．研究成果 
 上記に記した研究目的・方法に従って研究
を進めた成果は以下の通りである。 
 
（1）①のテーマ（里山） 
本テーマについては、実際に作業を進めて

いく過程で、他の②③のテーマに比重を置く
こととなったため、あまり進めることができ
なかった。ここでの作業としては、近世の里
山の景観について、イメージとしての名所の
景観と実体との差異を検証し、それらを撮影
したうえで論文として報告した（廣川・鳴海、
2009）。 
 
（2）②のテーマ（神社林と陵墓林） 
本テーマのうち、神社林の景観変遷につい

ては、初期の資料調査を進める過程で、近世
の大工頭中井家によって作成された社寺の
絵図が有効な資料であると判断することと
なった。そこで、京都大学付属図書館所蔵の
「中井家絵図・書類」や京都府立総合資料館
所蔵「中井家資料」などの調査を実施した。
結論から述べると当初設定したような境内
の植生を細かく描いた絵図を見出すことが
できなかったが、中井家の古地図に関する基
礎調査の充実や河川改修に絡む事実の発見
など、貴重な所見を得ることができた。 
 また、陵墓林の景観変遷については、宮内
庁書陵部所蔵の図書課所蔵資料や公文書を
中心に資料調査を実施した。その結果、幕末
から近代にかけての陵墓林の景観を知る有
効な資料が多数あることを確認し、なかでも、
明治初期の陵墓林を写実的に描いた絵画集
に注目し、資料集として発行した（鳴海・上
田、2011） 
 
（3）③のテーマ（都市） 
 本研究で設定した 3つのテーマのうち、も
っとも調査が進展したのが、この③のテーマ



となった。 
 調査の対象となった主な資料は、兵庫県篠
山市教育委員会に所蔵される青山家文書で
ある。青山家文書は、有数の譜代大名家文書
として知られているが、今回、注目した絵図
資料群の多くはこれまであまり調査が行わ
れてこなかった資料と評価できるものであ
る。その資料のなかに、藩主が 17 世紀後半
に大坂城代をつとめた時期に集められた淀
川水系や大阪湾岸の改修に関わる詳細な絵
図が多く残されており、それらはほかに類例
のない資料といえるものである。この資料を
素材として、近世の早い段階における淀川と
大阪湾岸の整備を主体とした都市開発・管理
の実態について分析を行い、成果の一部を学
会発表や論文（上田・鳴海、2009）、資料集
（鳴海・上田・大澤、2009）として報告した。
これらの成果については、現在、出版社を通
じた刊行を計画し、作業を進めている段階で
ある。 
 
（4）そのほか 
 上記 3つのテーマ以外のものとして、分析
対象とした絵図の作製技術の検討（鳴海、
2008；鳴海、2009；礒永・鳴海、2010）、研
究成果の表現や活用の検討（鳴海・大澤、
2009）といったテーマについて論文として報
告しているほか、集積した絵図の画像データ
を、関連の博物館や自治体の場において公表
する手段を現在検討中となっている。 
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